
 
 
 
 
 

令和２年 第８回 

江戸川区教育委員会定例会会議録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時：令和２年４月２８日（火）午後１時  
場 所：第一委員会室  

 
 



 
 
          教育長         千 葉   孝  

教育長職務代理者    蓮 沼 千 秋  

委員          石 井 正 治  

委員          庭 野 正 和  

委員          古 巻   勲  

 
 

事務局  教育推進課長      飯 田 常 雄  

学務課長        甲 斐 豊 明  

指導室長兼教育研究所長 近 津   勉  

学校施設課長      石 塚   修  

統括指導主事      百 々 和 世  

統括指導主事      千 葉 一 知  

 
 

書 記  教育委員会事務局  

教育推進課庶務係長  杉 浦 佳 之  

同 主査  志 村 一 彦  

 

 



 No. 1  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

千 葉 教 育長 

 

 

 

 

 

 

 

飯田教育推進

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

蓮 沼 委 員 

 

開会時刻 午後１時 

 

 ただいまから、令和２年第８回教育委員会定例会を開催いたします。 

日程第１、署名委員を決定いたします。蓮沼委員と石井委員にお願いをい

たします。 

続いて、日程第２、議案の審議にまいります。 

はじめに、第２９号議案、令和２・３年度江戸川区文化財保護審議会委員

委嘱についてを審議いたします。内容につきまして、事務局から説明をお願

いします。 

 

それでは、第２９号議案、令和２・３年度江戸川区文化財保護審議会委員

の委嘱についてということでご説明をさせていただきます。 

お手元に資料１枚配付をさせていただいているかと思います。表面にござ

いますように、江戸川区文化財保護条例第２６条第１項に基づき、別紙１２

名を江戸川区文化財保護審議会委員に委嘱するというものでございます。 

裏面をご覧ください。 

裏面には１２名の名簿をつけさせていただきました。文化財保護審議会に

つきましては、２年の任期をもちまして委員の皆様にご審議をいただいてい

る機関になります。現在の任期が令和２年４月３０日までとなってございま

して、次の２年間の任期にかかる委員の委嘱にかかるものでございます。本

日お示しいたしました１２名の名簿につきましては、現在、この令和２年の

４月３０日までの任期をもってご審議いただいている委員の皆様でございま

して、この１２名の皆様に引き続き、次の任期につきましても委員の委嘱を

させていただきたいというものでございます。今回の委嘱にあたりましては、

委員の変更はございません。もし、議決いただきましたならば、文化財保護

審議会の委員の皆様には通常、保護審議会を開催して委嘱式を行わせていた

だくところでありますが、今回は新型コロナ感染症の関係がございますので、

保護審議会を書面で開催して委嘱状を送付して委嘱をさせていただきたいと

いうものでございます。 

 

ありがとうございます。 

ただいまの件に関しまして、ご質問、ご意見ございますでしょうか。 

 

基本的にもちろん賛成ですけれども、１点だけ質問というか確認ですが、

この３番目の熊野委員は上小岩遺跡か何かに関わっていた方でしょうか。 
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熊野委員におきましては、特定非営利活動法人博物館活動支援センターの

理事長ということで、博物館学、考古学を専門に活動していただいていると

ころでございまして、上小岩遺跡等も含めましてご審議いただいている、ご

意見いただいている委員さんかと思います。 

 

小岩三中の近くでその遺跡があるということで、私が校長のときにもこの

方に来ていただいて子どもたちの前で話をしていただいたりとか、実際に見

学させていただいたりしました。また、継続して今の校長さんにもやっても

らっていますけれども、とても熱心な方だし、こういう方の力をお借りして

江戸川区の歴史的な良さとか、そういったものがあるということを子どもた

ちに認識させていくということが、とてもすばらしいと思いまして、お聞き

しました。 

 

私もちょっとお聞きしたいのですけれども、この１２人の委員の方はそれ

ぞれ専門性を持っているので、大変良いなというふうに思っていますけれど

も、それぞれ専門家なのでなかなか代わる方はいらっしゃらないというふう

に思うのですけれども、皆さん、長い間、委員をされているんでしょうか。 

 

文化財保護審議会、江戸川区で発足いたしましたのが、昭和５５年でござ

いますが、この中には昭和５５年の５月から保護審議会発足以来ずっと委員

を務めていただいている方もおりますし、一方で昨年、平成３１年３月に新

たに就任していただいている人もございますので、古い方、新しい方、双方

いらっしゃるというのが現状でございます。 

 

わかりました。２番の荒木さんですけれども、私が指導室にいたときに、

中学校の教員だった方なんですね。それで、当時から非常にいろいろなこと

に精通されていて、私なんかもいろいろ学んだ方なので、懐かしいなと思う

と同時に、こういうところで活躍していただいているのが非常にうれしいな

というふうに思います。 

 

ほか、よろしいでしょうか。 

他になければ、第２９号議案は原案のとおり決定いたします。 

次に、第３０号議案、小松川・平井地域中学統合校校名案についてを議題

といたします。 
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本件は、区議会に上程される前の議案に関することであり、また、政策形

成過程にある案件でもありますので、江戸川区教育委員会会議規則第１３条

に定める秘密会として審議をしたいと思います。この発議に賛成の方の挙手

をお願いいたします。 

 

〔賛成者挙手〕 

 

ありがとうございます。賛成多数と認めます。これより会議は秘密会とな

ります。 

 なお、本議案につきましては議案が議会に上程された後に、議事録の公開

を可能といたします。 

 

〔傍聴人退室〕 

 

〔秘密会〕 

〔議案が議会に上程されたため公開〕 

 

 

それでは、内容につきまして事務局から説明お願いいたします。 

 

では、第３０号議案につきまして、配付しました資料に基づいて説明させ

ていただきます。 

まず、１番に校名案公募の概要とありますように、こちらの公募は２月か

ら３月初旬にかけて公募を実施いたしました。今回の公募は小松川・平井地

域にお住まいの方、また、同地域内小学校６校、中学校３校の在校生及び教

職員から３８６件の応募をいただきまして、１２２通りの校名案をいただき

ました。 

それを受けまして、２番にありますように校名案の検討を行いました。こ

の検討は、今般の学校統合にかかる合同会議に出席している小松川一中、小

松川二中、小松川三中の学校評議員２名、ＰＴＡ役員２名、学校長で行いま

した。３月以降は会議を開催できませんでしたが、応募結果などを書面で報

告したうえで、電話ですとか書面でやりとりを通しまして、合同会議の出席

者が意見集約を行ったところでございます。 

その結果、３番の校名案の候補にありますこの５案を合同会議として選定

させていただきました。つきましては、本日の教育委員会でこの５案の中か



 No. 4  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

蓮 沼 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

石 井 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら校名案１案を選定していただきたいと思いますので、ご審議のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 

ありがとうございます。 

応募された校名案の中から５案が選定されたということであります。ここ

にありますとおり、小松川中学校、小松川桜（小松川さくら）中学校、小松

川第一中学校、小松川平井中学校、平井中学校の五つの案でございます。 

それでは、委員の皆様方からそれぞれご意見をちょうだいいたしまして、

全体として一つを選定していきたいというふうに思っております。 

それでは、蓮沼職務代理からよろしいでしょうか。 

 

今お聞きしまして、いずれも学校とかＰＴＡ、あるいは地域関係者の方、

それぞれの思いというものがこの校名に表れていると思っております。ただ、

既に小松川二中は新しいところでスタートしているということで、ここに出

てきています小松川一中を入れてしまうと、三中の関係者の方がどう思うか

なというところもありますし、平井という地域ももちろん大事にしたいので

すけれども、葛飾区に上平井というのもあるので、何か間違えられても困る

のかなというところもあります。私としては、やはりずっと愛着もあるでし

ょうし、小松川というところで共通の良さを、皆さん、感じていただけるの

かなと思っておりますので、私自身は小松川中学校がいいかなと、そのよう

に感じています。 

 

ありがとうございます。 

続きまして、石井委員、いかがでしょうか。 

 

統合校の校名ということで、少しいろいろな角度から考えるべきだなと私

自身は考えておりました。角度としては、地理的なところ、それから歴史的

なところ、そして区民の思い、そして四つ目がその中学校の校名のすわりの

良さ、それから、品格みたいなものもあろうかと思います。 

地理的なところで考えますと、小松川・平井地域ということで、小松川が

初めに出てくるところにちょっと力点があろうかなと思います。 

歴史的なところでいきますと、小松川一中、二中は、まさに同じときに開

校しています。小松川一中は、小松川小学校で始まって、二中が小松川高校

で始まったと。昭和２２年５月３日、両校とも同時期に開校ということでご

ざいます。ですので、小松川という名前はこの歴史の部分でも大事にしたい
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なというふうに思います。 

三つ目が区民の思いなんですが、実は、小松川千本桜というものがござい

まして、その小松川千本桜を千本桜たらしめるために、江戸川区の小学校、

多分中学校も含めていろいろと寄附が募られたというような歴史もありまし

て、小松川と桜を合わせたものは、なるほど悪くないなというような感じも

いたします。 

四つ目のすわりの良さですけれども、ここで中学校が２校残りまして、新

しい統合校、それから、小松川第二中学校が残るということで、このことも

しっかりと考えるべきだなと思います。今までのところで、私の中では、小

松川と小松川桜（小松川さくら）というのがほぼ同じような力点で思ってい

るのですけれども、すわりの良さでは、小松川桜（小松川さくら）にいたし

ますと、小松川桜（小松川さくら）があって、小松川二中がある。これはど

うもすわりが悪いなと思います。皆さん方は、新しい小学校で清新ふたばと

いうのがあるじゃないかと思われるかもしれないですけれども、あちらは清

新第一小学校があって清新ふたば小があるというようなことで、そこのすわ

りは悪くないですね。でも、小松川桜（小松川さくら）があって、二中があ

るというのは、どう見てもちょっとすわりが悪いなというところがございま

す。 

もう一方、小松川ですと、小松川中学校があって、小松川高校がある。区

立中学校と都立高校で同じ名前を持っているものというのは、かなりいっぱ

いありまして、青山、大崎、三田、六本木、新宿、上野、大泉、荻窪、井草、

篠崎。篠崎は、江戸川区にある、篠崎高校、篠崎中学校というようなことで、

もう江戸川区内でも校名が同じ区立中学校、都立高校があるというようなこ

ともありまして、そういう意味合いから小松川は悪くないということでござ

います。 

総合的にいきまして、地理的にも歴史的にも、それから区民の思いという

ようなところは桜が除かれてはしまいますけれども、でも、小松川というよ

うなところで思いはきちっと区民の思いも残ることと思いますし、何よりす

わりの良さが小松川と小松川第二でもう抜群によろしいということがありま

して、私自身も小松川を推したいと思います。 

長くなってすみません。 

 

ありがとうございます。 

続きまして、庭野委員、お願いいたします。 
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私も、地理的だとか歴史のことだとかいろいろ調べまして、考えさせてい

ただきました。それで、例えば小松川にすると、小松川中学校と小松川第二

中学校というふうになって、こういう形のものはほかに区内にあるかなとい

うふうにして見ていきますと、篠崎がそうですし、瑞江がそうですし、葛西

がそういう形になっています。中学校３校あって小学校のほうも見ていくと、

大杉、船堀、南葛西、篠崎、下小岩、南小岩というふうにして、次に出てく

るのが第二というふうに、みんなついているわけですね。なので、こういう

校名のつけ方については、江戸川区の区民の皆様方にはご理解いただけるや

り方かなというふうには思っております。 

ただ、小松川で先ほど石井委員からありましたけれども、小松川一中と小

松川二中の設立年度が昭和２２年ということで同じということなので、ほか

の地区の名前のつけ方は、その地区の名前、例えば篠崎中と篠崎第二中学校

だと、篠崎中が先にできていて、後に篠崎第二中ができたという形で全部で

きているわけですよね。そのあたりのすり合わせが全く同じ起源になってし

まうところがあるかなと思います。 

それから、これはいいのか悪いのかわからないですけれども、小学校が小

松川小学校と小松川第二小学校というネーミングで全く同じになるわけです

ね。なので、わかりやすいといえばわかりやすいし、すっきりとしたネーミ

ングということを考えると、小松川が私はよろしいかなというふうに思って

います。 

一方、もう一つ考えたのは、平井地区にありますので、平井という名前を

入れたらいいのかなと思ったのですけれども、小松川平井中学校というネー

ミングですけれども、ただ、この小松川平井中学校としますと、もう一つが

小松川第二中学校ということになりますので、小松川平井で、一方が小松川

第二と、なんで第二があってその前がないのというような、ちょっと不思議

な感じになってしまうのではないかな。今、私たちは、こうやって設立する

ときに関わっていますので、今の人たちはわかるんだと思いますけれども、

理解していただけると思うんですけれども、例えば２０年後、３０年後の子

どもたちや地域の人たちがそれを理解していただけるかというと、なかなか

難しい面があるのではないかなというふうにも思ったりします。平井という

地区の名前を知っていただくという意味では学校名につけるのが一番いいわ

けなんですけれども、今申し上げた点からしてちょっと無理があるかなとい

うふうに思います。 

結論として、私も小松川を推したいというふうに考えています。 
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ありがとうございます。 

続きまして、古巻委員、お願いします。 

 

結論から言うと、私も小松川がいいと思います。お三方がおっしゃったこ

と全てを含むと、やはり文字のすわり方、それから、語感といい、全て小松

川がいいのかなと思います。小松川桜（小松川さくら）というのは気持ちは

わかるんですけれども。第一というのも、第二、第三があるのに第一を出す

のもどうかなと思います。小松川平井というのも地名を繰り返しているそん

な雰囲気の名前になってしまうのかなという感じがします。それから平井に

あるという、平井中学というのもあります。この平井というのは、私は参考

に個人的に平井に住んでいる方、４人に電話をかけて聞きました。そうしま

したら、そのうちの３人は小松川でいいんじゃないかと。１人はどうしても

平井がいいということでした。やはり慣れ親しんだ小松川という地名、これ

はこれでいいのかなというふうに思いますし、包括していると思うし、あと、

一中、二中、三中という小松川の三つの学校がありますが、これはもう何と

言いますか、例えば大岡越前の名裁きでもって、三方一両損というのがあり

ますよね。そういう昔話がありますけれども、言ってみれば、どれをとって

も何となくという気持ちはどこの学校でもあると思うんです。ですから、そ

ういうことを考えたら小松川という名前でもって統一したほうがこれは一番

いいのかな、シンプルイズベストではないですけれども、今まで親しんだ名

前でもあるし、小松川全体の一体のことですから、これでいいのかなという

ふうに思います。 

 

ありがとうございます。 

それでは、私のほうからも簡単に考えを述べさせていただきますけれども、

先ほどご紹介いただきましたけれども、小松川一中と二中は昭和２２年に新

しい制度のもとで一緒に誕生したという歴史があり、それから遅れて三中が

一中を母体校として分離新設をしたという歴史があります。今回、この三中

が歴史を遂げるということになったときに、やはり歴史を考えれば一中に戻

るというのが本来の筋なのかなという気持ちもいたします。けれども、ここ

で一中と二中、先ほどの三方一両損ではありませんけれども、今後長い未来

的なことを考えたときに、将来の方たちに違和感が残らないようなネーミン

グをその中で、皆さんの、今のいらっしゃる方たちの気持ち、そしてこれか

ら将来、２０年後、５０年後の方たちが振り返ってみて違和感の残らない名

前のすわり方というのを考えると、小松川中学校ということだと、先ほど、
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委員のほうからもお話ありましたけれども、篠崎中、瑞江中、葛西中のよう

な例もありますので、後々違和感がないのかなというふうな気がいたします。

それから、桜（さくら）中はすごくあそこらしくてきれいな名前だなと思う

んですけれども、どうしても私は小松川桜（小松川さくら）というと、千本

桜が二中の際なものですから、二中のイメージがどうしても出てしまうので、

そうやってみると後々の違和感が出ないようにという形であれば、小松川中

学校、そして小松川第二中学校という形であればいいかなというふうに思い

ますので、私も皆さんと同じ意見であります。 

それでは、教育委員会としましては、小松川・平井地域の統合校の校名の

案といたしまして、小松川中学校という名前を選ばせていただくということ

でよろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

 では、この旨、学校の設置者であります江戸川区長のほうにお伝えをした

いと思います。 

なお、統合校の校名の件も含めまして、区立学校の設置、そして廃止等に

つきましては、この後、区議会において江戸川区立学校設置条例を改正する

という、そういった手筈を整えたうえで議決をいただきまして正式決定とな

るということになります。よろしくお願いをいたします。 

秘密会はここまでとさせていただきます。 

 

〔秘密会終了〕 

 

 次に、日程第３、教育関係事務報告にまいります。 

初めに、教育委員会後援名義の使用承認について、ご報告をお願いいたし

ます。 

 

 教育委員会後援名義の使用承認について、ご報告をさせていただきます。 

お手元にありますＡ４横版の資料、後援名義等使用申請一覧をご覧くださ

い。今回提出させていただく案件につきましては、今回が２５回目の後援名

義の申請でございます。教育委員会と同様、江戸川区の後援名義も申請して

ございます。 

 行事名は、「第２６回ＭＯＡ美術館江戸川区児童作品展」です。実施日時は

令和２年１２月２６日（土）から１２月２７日（日）。申請者はＭＯＡ美術館
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江戸川区児童作品展実行委員会委員長でございます。実施会場は、タワーホ

ール船堀１階展示ホール。事業の対象は区内の小学生でございます。事業の

目的・概要にございますように、子どもたちの創作活動を奨励することで、

子どもの健全な成長を願い、社会教育及び情操教育の一端を担うことを目的

とし、児童の絵画、書写の展示及び表彰を行うものでございます。例年、区

や医師会のほうも後援をしているものでございます。賞状・副賞等というと

ころにつきましては、教育委員会賞、こちらの賞状をご用意するものでござ

います。その他、後援の内容としましては、後援名義の使用がございます。

また、参考資料といたしまして、別添の企画書及び予算書をつけさせていた

だきました。 

 説明は以上です。 

 

 ありがとうございます。 

ただいまの件につきまして、ご質問・ご意見ございましたら、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  

 私、昨年の表彰式に、教育委員会賞を授与させていただくということで出

席をさせていただきました。実際に作品をしっかり拝見しましたけれども、

大変子どもたちの創作意欲というものを高める、また、作品展とはいえコン

クールの一種ですので、競争力みたいなものも働くし、モチベーションも非

常に高められるということもあって、保護者の方も熱心に付き添いで来られ

ていました。非常にすばらしい作品展だなと思いました。これはずっと継続

したほうがいいかなと思いましたものですから、ぜひ、後援をしたいと思い

ます。 

 表彰式はやるのですか。まだ決まっていないかな。 

 

 現状におきましては、作品展及び表彰式を行うというふうにお伺いしてい

るところでございますが、具体的にこちらでは記載はございません。現状で

まだそこまで実施するというところまでは決定しておりませんが、今後の状

況によってはそういったこともあろうかと思います。 

 

 作品募集のお願いというのを見ると、開催の願いというところですけれど

も、「本児童作品展は、２万人を超える全国の美育ボランティアによって支え

られ」というふうにあります。これは作品が全国の作品展に上っていくもの

かどうか、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 
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 この作品展につきましては、江戸川区の作品展でございますが、この作品

展の中でＭＯＡ美術館奨励賞となった作品につきましては、さらに審査を行

いまして、優秀な作品につきましては、全国の大会といいましょうか、熱海

にありますＭＯＡ美術館の作品展のほうに出展されるというような形になっ

てございまして、全国的なものと連動した作品展になってございます。 

 

 失礼しました。（３）のほうに書いてありましたね。 

ここに「美育ボランティア」という、久しぶりに「美育」というのを見つ

けましたので、大変懐かしく、もう一生懸命やらせていただいたので、もう

ここまで残っているというのは大変うれしいです。ありがとうございます。 

 

よろしいでしょうか。 

それでは、他になければ、ただいまの報告事項を了承いたします。 

続いて、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）に対応した学校

における教育課程編成上の留意点等について、ご報告をお願いいたします。 

 

私のほうから新型コロナウイルス感染症に伴う教育課程編成上の留意点に

ついてご報告申し上げます。 

先般、教育委員会におきまして、臨時休業に伴い、管理運営規則の一部、

夏季休業日の変更を行いました。これに伴いまして、今、学校の教育課程に

ついては、８月７日まで１学期とするということで授業日を設定していると

ころではございます。しかしながら、現状不安定な中で、各学校の教育課程

を編成するうえでいくつかの事項について留意するよう学校に通知をいたし

ましたので、ご報告申し上げます。 

まず、資料でございますが、２点つけさせていただいております。１点は、

４月２３日付の１６４号、それからもう１点は４月２４日付の１９０号でご

ざいます。大変恐縮ですが、２３日付で通知をした翌日にこの５月７日、８

日につきまして臨時休業をするということの方針が出されました。これを受

けて、江戸川区立学校におきましても５月７日、８日の２日間を臨時休業と

いたしましたために、若干この１６４号で通知した内容について変更点があ

るということで、そこをお含みおきいただきながらご覧いただければという

ふうに思います。 

まず、この１６４号の一つ目、１番でございますが、５月７日、８日の登

校についてということだったんですけれども、こちらにつきましては臨時休
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業となってございます。それから、４番の学校給食の再開ということですが、

この通知では５月１１日からということでしたが、７、８を臨時休業といた

しましたために、この１１日に学校が再開できた場合は１８日から再開する

というふうにいたしているものでございます。そのほか具体的にはいくつか

の学校行事につきまして、精選もさせていただきました。１６４号の７番を

ご覧ください。まず、江戸川区教育委員会指導室または東京都教育委員会関

係事業ということで、土曜授業でございますけれども、８月７日まで１学期

延長しても、なお、授業時数の不足が見込まれる場合には、適宜土曜授業を

実施してくださいというふうにございます。 

裏面でございます。（２）から（４）につきましては、中止とした事業。そ

れから（８）につきまして、チャレンジ・ザ・ドリームにつきましても基本

的に体験活動につきましては中止といたしました。そのほかにつきましては、

状況を見ながら１学期につきましては中止、もしくは延期。事後の対応につ

きましては、状況を見ながらというようなことで案を出しているものでござ

います。 

８番の学校行事でございますけれども、ここにつきましては、大きな点と

しては運動会などの体育的行事、それから学芸会など文化的行事、合唱コン

クールを含めますけれども、こうしたものにつきましてはその行事そのもの

にかかるというよりも、そこに向けた準備の時間等もかかるものでございま

すので、大変残念ではございますけれども、今年度につきましては中止とい

うふうにいたしております。また、宿泊行事につきましては、現在、特に６

年生だったり中学３年生だったりという、最後の学年の子どもたちについて

は、その心情等も慮りながら、可能な限り延期等の措置を図りながら判断を

していくというふうにしてございます。 

 それから、（３）の遠足、それから社会科見学等でございますけれども、こ

ちらにつきましては、現状、各学校がこの感染状況の推移を見ながら、実施

が可能かどうかを判断するということで、ここについても教育委員会等々と

もよく相談をしながら進めてまいりたいという方向になってございます。 

それから、その他というところでございますけれども、これに伴いまして、

教育委員会のさまざまな委員会や連絡会、説明会、研修会などについても変

更や中止等々が予想されてまいります。今後、この感染状況の推移並びに、

東京都のこの都立学校の対応等とも参酌しながら、江戸川区教育委員会の学

校の教育課程につきまして、随時検討してまいりたいというふうに思ってお

ります。現状ここまでのところで学校に通知をいたしまして、５月末までに

新しい計画の再提出ということで対応を考えているところでございます。 
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ありがとうございます。 

ただいまの件につきまして、ご質問、ご意見ありますでしょうか。 

 

中学生２年生が実施しているのかな、ほとんどの学校で。７月に集中して

いる林間学校はどのような対応になりますか。 

 

林間学校につきましても、実は今年度につきましては、そもそも２０２０

東京大会、オリンピックの大会の観戦が予定されていましたので、学期中の

実施ということにしてございました。夏季休業中ではなく、学期中の実施と

いうことにしてございました。しかしながら今回のこうした対応によりまし

て、例えば７月などに実施を予定しているものにつきましても現状、実施は

困難、あるいは延期というふうなことを今第１弾として考えてございます。

しかしながら、延期をした結果によって、やはり実施ができないとか、状況

によっては例えば延期先がなかなかみつからないとかそういったこともあろ

うかと思います。今後、こちら側につきましても状況を見ながら判断をして

まいりますが、林間学校につきましては、ただ１校でも実施できないような

状況ができた場合には、区内の３３中学校全体として判断していくことが必

要かというふうに考えております。 

 

他にいかがでしょうか。 

 

「日本のしらべ」でお伺いしたいのですけれども、おそらく非常勤講師と

してお願いをしているというふうに思うんですが、その理解は正しいですか。 

 

「日本のしらべ」につきましては、演者さん方に関しては、その際、報償

費でお願いしていますので、いわゆる扱いとしてはゲストティーチャーのよ

うな扱いという形になります。 

 

やられている方にとっては、その方の経済事情にとっては微々たるお金か

もしれないんですけれども、何といいましょうか、私どものつまり教育側の

判断でもって中止をせざるを得ないということで、多少の補償費とか補てん

とか、そういうものを出して差し上げることはできないものでしょうか。 

 

「日本のしらべ」につきましては、いくつか予算的には区分けがございま
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して、一つは、演者さんの方々に対しての報償費という形ですので、やって

いただいたことに対する謝礼という形のお支払い。それから、楽器の運搬だ

ったり、あるいは舞台装置であったりということにつきまして、これは業務

委託をしてございます。これは委託事業、委託費という形で。こちらの業務

委託のほうにつきましては、契約上の規約の中にキャンセルに関する取り決

めがございます。これは５日前までのキャンセルであれば、キャンセル料は

発生しないということになってございます。それから、演者さんの報償費に

つきましては、やっていただいたことに関するお礼という形ですので、現時

点でどういう取扱いになるか、はっきりとお支払いしますとか、お支払いで

きませんというところはなかなかちょっと難しいかなというふうに。 

 

ありがとうございます。 

といいますのは、江戸川区としてずっと続けてきている事業ということも

あって、これまでの御礼的な意味合いを含めて、できる限り些少のサポート

であってもして差し上げることができれば、来年度以降、より積極的につな

がっていただけるかなということを思いまして。よろしくお考えいただけれ

ばと思います。 

 

ここ２、３日、東京都の感染者数も減ってきて、こういう形でいろいろな

成果が出てくればいいなと思っているんですけれども、私、個人的な考えと

しては５月１１日再開というのもなかなか現状では厳しいのかなと。５月い

っぱい休業になる、あるいは１学期いっぱいということに、この前も文教委

員会で少し話しましたけれども、そういったところも含めていくと、中期的

な休業の見通しという中で、区教委のほうでどう子どもたちの学習、教育課

程も含めた保障をしていくのかというところがとても大事になってくるの

で、私の知り合いのいるある区では、もう５月いっぱい学校でやってもらう

ような教材を教育委員会のほうでいろいろ準備してネット配信するとか、い

ろいろ考えているらしいんです。この前、葛飾区もテレビでやっていました

けれどもね、業者と連携して学習のそういったものを導入していくとか、江

戸川区でもそういった考え等あるのか、もし５月いっぱい、あるいは１学期

いっぱい休業になったというところで、最悪の事態を考えて何か対策を講じ

ていくのか、今のところまだこんな段階ですというのがあれば、教えていた

だければと思います。 

 

まず、各学校、これは３月の臨時休業開始当初から学校がそれぞれのホー



 No. 14  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

ムページで課題を提示し、また現在、江戸川区は、ＬＩＮＥＳという会社と

委託契約を行っており、ｅライブラリアドバンスとしてネット上での学習ツ

ールを先ほどのホームページ中でもということでリンクを貼ってございま

す。現状、また新年度が始まってからは、それぞれの学校から改めて定期的

に課題を提示していただいているのとともに教育委員会として幾つかの学習

に関わるような内容の公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル、こちらのほうを撮影

しまして、ＹｏｕＴｕｂｅで動画配信という形をとっております。これ以外

に、各学校からも子どもたち、保護者に向けて、メッセージを送ったり、あ

るいは何らかの課題を提示するであったり、あるいは、簡単な課題、その提

出とその解説というような内容で学習に関する内容について、現在、動画で

配信できるような対応を進めていただいているところです。今後また休業が

延びるというところでは現状の環境はそういった状況でございますので、す

べての子どもたちが等しくオンライン等で学習ができるというところの環境

が整っていないようなところも鑑みながら、何らかの形で子どもたちに学習

を保障する方法をとっていかなければいけないなということは課題として持

ってございます。 

 

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

他にないようでしたら、ただいまの報告事項を了承いたします。 

以上をもちまして令和２年第８回教育委員会定例会を終了いたします。 

  

 

閉会時刻 午後１時４５分 

 


